NO.2

要介護者等の住宅改修・住宅改造工事について（受領委任払い用）

要介護者等が在宅生活の場合、住宅改修・住宅改造工事ができます。事前にご家族、介護支援専門員、施工業者等と改修内容を協議のうえ、申請書類一式を提出してください。   →　事前申請　　　　
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介護保険住宅改修（受領委任払い）
　在宅の要介護者・要支援者が手摺の取付など、実際に居住する住宅について行ったときは、市町村が要介護者等の心身の状況や住宅の状況等から必要と認めた場合に限り、住宅改修費が支給されます。住宅改修費の支払いは受領委任払い（費用の内、自身の介護保険負担割合に応じた金額を施工業者に支払い、保険給付額は美作市から住宅改修施工業者に支払う方法）で、施行前に予め支給申請書を提出し、工事後に領収書等の書類を提出することにより行われます。
　施工業者への支給額は、住宅改修の実際の費用の9割相当額（利用者負担は1割相当額）で、住宅改修費の支給限度基準額は、同一の住宅で20万円です。したがって、20万円の住宅改修を行った場合、施工業者への保険給付額は18万円となります。
ただし、受領委任できる施工業者は、事前に受領委任払い事業者登録の届け出を美作市に行っていることが条件です。
対象者

①　美作市に住所を有し、在宅で生活している者。　※例外として、入院（入所）している者が在宅へ復帰するため、住宅改修の必要がある場合には、事前申請を受理後、工事着工を許可します。
②　要介護認定において要支援1～2、要介護1～5の者。

③　介護保険料を完納している者。

住宅改修の種類

①　手摺の取付

②　段差の解消

③　滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は通路面の材料の変更

④　引戸等への扉の取替

⑤　洋式便器等への便器の取替

⑥　その他、住宅改修に付帯して必要となる住宅改修（手摺取付のための壁の下地補強、浴室床のかさ上げ及び洋式便器取替に伴う給排水設備工事、床材変更のための下地及び根太の補強、扉の取替に伴う壁又は柱の補強工事）　※諸経費等も支給対象になります。

支給限度基準額

支給限度基準額20万円で、支給額はその9割相当額（支給限度額は18万円）。
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申請時書類

１　美作市介護保険居宅介護・介護予防住宅改修費支給（変更）申請書【受領委任払用】
　本人又は家族等作成
２　住宅改修が必要な理由書　介護支援専門員等作成　
３　美作市介護保険住宅改修見積明細書（工事費内訳書）　施工業者等作成
４　施工前・施工後の図面（１Ｆ部分平面図）　施工業者等作成
５　既存（施工前）写真　施工業者等作成
６　美作市介護保険住宅改修工事承諾書　本人又は家族等作成　※借家対象者のみ。
7　介護保険の住宅改修における事前承諾書　本人又は家族等作成 ※入院･入所中及び認定申請中のみ
※工期中に変更が生じれば、変更申請書を提出。
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完了時書類

１　住宅改修に要した費用に係る領収書の写し　施工業者等作成
２　請求書の写し　施工業者等作成
３　美作市介護保険住宅改修請求明細書（工事費内訳書）の写し　施工業者等作成
４　完成（施工後）写真　施工業者等作成
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ポイント！
介護保険住宅改修費は、事前申請時に申請書に記載した施工業者の口座に市から直接振込みます。
毎月月末に工事完了時書類の提出を締め切り、翌月末の振込となります。
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高齢者住宅改造（受領委任払い）
　高齢者が在宅生活で日常生活を容易にするとともに、介護者の負担を軽減するために、住宅を高齢者の居住に適するよう改造する場合に、その費用の一部を助成します。ただし、介護保険住宅改修と同様、受領委任払い（費用の内、自身の負担金額（全体費用から補助金額を差し引いた金額）を施工業者に支払い、補助金は美作市から住宅改造施工業者に支払う方法）です。
ただし、受領委任できる施工業者は、事前に住宅改修費に係る受領委任払い事業者登録の届け出を美作市に行っていることが条件です。
①　介護保険住宅改修工事・福祉用具購入及び老人日常生活用具等による給付で対応できる事業については、当該事業による給付を受けた後に、本事業の対象とし、上乗せ給付を行うことができます。

②　住宅の新築、増築及び全面的な建替工事は補助対象から除きます。また、工事の目的に直接関連のない工事及び事業の目的を果たすのに必要以上の改造工事は補助対象から除きます。

③　第１号被保険者は補助対象とし、市民税非課税であれば対象、課税であれば対象外です。　
（第２号被保険者（４０歳以上６４歳以下）は補助対象外とします）
④　同一住宅に二人以上の対象者がいる場合、各人の身体状況に見合った改造が必要なときは、基本的に世帯ではなく各人を補助対象とします。ただし、身体状況の変化等によりさらに改造の必要が生じた場合は、原則として３か年を経過して補助対象とすることができます。

⑤　対象者が居住する借家については、家主の了解を得て改造することができます。
対象者

①　美作市に住所を有し、在宅で生活している者。

2 要介護認定において、要支援又は要介護に該当すると認められた者。ただし、介護保険法施行令第３８条第１項第１号から第５号までに該当する者。※市民税非課税であれば対象、課税であれば対象外です。
③　介護保険料を完納している者。
対象箇所
　住宅改修の種類に準じるもの
補助金交付基準額

補助限度基準額５０万円の２／３相当額で、３３３，０００円を限度とします。
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申請時書類

　１　美作市高齢者住宅改造事業補助金交付申請書　本人又は家族等作成
　２　美作市高齢者住宅改造工事見積明細書　施工業者等作成
　３　施工前、施工後の図面（１Ｆ部分平面図）　施工業者等作成
　４　既存（施工前）写真　施工業者等作成
　５　美作市高齢者住宅改造工事承諾書　本人又は家族等作成　※借家対象者のみ。
６　介護保険の住宅改修における事前承諾書　本人又は家族等作成 ※入院･入所中及び認定申請中のみ
　※工期中に変更が生じれば、変更申請書を提出。
７　美作市高齢者住宅改造事業補助金の受領に係る委任状 本人又は家族等作成
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完了時書類

１　美作市高齢者住宅改造事業完了届　本人又は家族等作成
２　領収書の写し　施工業者等作成
３　請求書の写し　施工業者等作成
４　美作市高齢者住宅改造工事請求明細書（工事費内訳書）の写し　施工業者等作成
５　完成（施工後）写真　施工業者等作成
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ポイント！　　
介護保険住宅改修費は介護保険制度に基づき給付しますが、高齢者等住宅改造補助金は美作市の実施要綱に基づき助成しますので、対象者、対象工事、限度基準額、申請書類等が異なります。
また補助金についても、事前申請時の委任状に記載した施工業者の口座に市から直接振込みます。
◆ 住宅改修・住宅改造の対象工事内容 ◆

	部屋名
	住宅改修・住宅改造

	浴　室
	引戸（折戸）、床、手摺、浴槽

	便　所
	引戸、床、手摺、洋式便器

	洗面所
	引戸、床、手摺

	玄　関
	引戸、床、手摺、框、土間の床材

	廊　下
	引戸、手摺、床、敷居撤去

	階　段
	手摺、表面加工

	台　所
	引戸、手摺、床

	居　室
	引戸、手摺、床

	外　部
	手摺、通路面、舗装材

	その他
	上記部屋の踏台、式台、ドアノブの変更、戸車の取替、アコーディオンカーテンの取替、スロープの設置、床材の変更。

	施工費
	上記対象箇所


※　設備等は固定式で、取り外し可能なものは対象外（福祉用具購入等）です。

◆ 工事対象金額による住宅改修・住宅改造（受領委任払い） ◆

	対象金額
	介護保険住宅改修

（限度基準額２０万円）
	高齢者住宅改造

（限度基準額５０万円）
	例

	２０万円以下
	○
	×
	１

	２０万円を超え７０万円未満
	○
	○
	２ 　３　 ４

	７０万円以上
	○
	○
	５


※　住宅改修は数回にわたり限度基準額２０万円まで利用できますが、住宅改造の利用は１回限りです。

※　住宅改修と住宅改造を併用する場合は、住宅改修の限度基準額２０万円が優先されます。

１　対象金額が180,000円の場合（自己負担割合１割）
住宅改修基準額180,000円のうち９割相当額162,000円
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①保険給付部分162,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。
②自己負担部分　18,000円　：　被保険者が施工業者に支払います。
*事後書類提出時の領収書は、被保険者宛てで自己負担部分を記載のものを提出
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２　例１の後、再度、対象金額300,000円の工事をする場合
住宅改修基準額の残20,000円（200,000円－180,000円）のうち９割相当額18,000円
住宅改造基準額280,000円（対象金額300,000円－住宅改修基準額20,000円）のうち2/3相当額186,000円（＊千円未満端数切り）
（住宅改修基準額：20,000円）
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（住宅改造基準額：280,000円）
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①保険給付部分18,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。
③補助金部分186,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。

②④自己負担部分　96,000円（2,000円＋94,000円）　：　被保険者が施工業者に支払います。
*事後書類提出時の領収書は、被保険者宛てでそれぞれの自己負担部分を記載のものを提出

３　対象金額が210,000円の場合（自己負担割合１割）
住宅改修限度基準額200,000円のうち９割相当額180,000円
住宅改造基準額10,000円（対象金額210,000円－住宅改修限度基準額200,000円）うち2/3相当額6,000円（＊千円未満端数切り）
（住宅改修基準額：200,000円）

（住宅改造基準額：10,000円）

①保険給付部分180,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。
③補助金部分6,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。

②④自己負担部分　24,000円（20,000円＋4,000円）　：　被保険者が施工業者に支払います。
*事後書類提出時の領収書は、被保険者宛てでそれぞれの自己負担部分を記載のものを提出

４　対象金額が650,000円の場合（自己負担割合１割）
住宅改修限度基準額200,000円のうち９割相当額180,000円
住宅改造基準額450,000円（対象金額650,000円－住宅改修限度基準額200,000円）のうち2/3相当額300,000円
（住宅改修基準額：200,000円）

（住宅改造基準額：450,000円）

①保険給付部分180,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。
③補助金部分300,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。

②④自己負担部分　170,000円（20,000円＋150,000円）　：　被保険者が施工業者に支払います。
*事後書類提出時の領収書は、被保険者宛てでそれぞれの自己負担部分を記載のものを提出

５　対象金額が900,000円の場合（自己負担割合１割）
住宅改修限度基準額200,000円のうち９割相当額180,000円
住宅改造限度基準額500,000円（対象金額900,000円－住宅改修基準額200,000円＝700,000円であるが補助限度基準額は500,000円である）うち2/3相当額333,000円
（住宅改修基準額：200,000円）

（住宅改造基準額：500,000円）と（対象外部分：200,000円）

①保険給付部分180,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。
③補助金部分333,000円　：　美作市から施工業者へ振り込みます。

②④⑤自己負担部分　387,000円：　被保険者が施工業者に支払います。
（20,000円＋167,000円＋200,000円）　
*事後書類提出時の領収書は、被保険者宛てでそれぞれの自己負担部分を記載のものを提出

ポイント！　　　
例３のように、少額が住宅改造基準額の対象になる場合、

今後、改修工事をしないのであれば、たとえ住宅改造基準額10,000円でも利用できます。

2 今後、何らかの改修工事を予定されているのであれば、住宅改造基準額の10,000円は自己負担にし、後の改修工事で住宅改造限度基準額500,000円を利用し
◆ 住宅改修・住宅改造の申請時・完了時必要書類（受領委任払い） ◆
	申請時必要書類
	住宅改修
	住宅改造

	美作市介護保険居宅介護・介護予防住宅改修費支給（変更）申請書
	○
	

	美作市高齢者住宅改造事業補助金交付申請書
	
	○

	住宅改修が必要な理由書
	○
	

	美作市介護保険住宅改修見積明細書（工事費内訳書）
　兼　美作市高齢者住宅改造事業工事見積明細書
	○
	○

	施工前・施工後図面（１Ｆ部分平面図）
	○
	○

	既存（施工前）写真
	○
	○

	美作市住宅改修工事承諾書　※借家対象者のみ
	○
	

	美作市高齢者住宅改造工事承諾書　※借家対象者のみ
	
	○

	介護保険の住宅改修における事前承諾書 ※入院･入所中及び認定申請中のみ
	○
	○

	美作市高齢者住宅改造事業補助金の受領に係る委任状
	
	〇


	完了時必要書類
	住宅改修
	住宅改造

	美作市高齢者住宅改造事業完了届
	
	○

	美作市介護保険住宅改修見積明細書（工事費内訳書）
	○
	

	領収書の写し
	○
	○

	完成（施工後）写真
	○
	○


· お問い合わせ先 ◆

美作市保健福祉部健康政策課

℡（０８６８）７５－３９１２
